
株式会社 堀内土木（総合建設業）

事業所全景（磐田市）

〇本社所在地：静岡県磐田市向笠竹之内

273番地の1

〇事業概要：土木工事を中心とした総合

建設業、生コン製造販売業、産業廃棄

物処分業

〇常時使用する従業員：38名（2025年1月

期）

〇現在の売上高：27億円（ 2025年1月期）

○法人番号：3080401015999

○Web：

https://www.horiuchidoboku.com

代表取締役社長
堀内 祐典

私たちは人類を守る為にビジネスを行う！【堀内グループパーパス】
地域の発展を共に追求し、共に幸せになること【企業理念】

私達は、これまで静岡県磐田市を中心にインフラ整備を担ってきました。今後は静岡県全域、さらには
カンボジアを中心とした東南アジアへと事業を広げ、カーボンニュートラル建設技術を中核に据えた持
続可能な社会づくりに貢献します。大学との共同研究で培った独自技術を強みに、地域企業と連携しな
がらグローバル展開を加速。弊社の技術力を世界に認めさせ、「堀内土木」の新たなブランドを確立し、
地域貢献・社員のキャリアと待遇向上を同時に実現し、創立１００周年に売上高100億企業を目指します。

売上高100億円実現の目標と課題

2049年に売上100億円を達成するため、静岡県全域およびカン
ボジアを中心とした海外市場において、成長が見込まれる「地
産地消低炭素コンクリート」事業を展開し、製造・販売体制を
確立します。2049年までに国内外10拠点（1拠点あたり平均10
億円）を展開します。これにより、「カーボンニュートラル建
設＝堀内土木」というブランドを、国内外で確立します。

① 静岡理工科大学との共同研究により確立済みである、CO₂
を64％削減する地産地消低炭素コンクリート技術の製品化・
低コスト化に向けた、生産プラント設備へ投資。
② 東南アジアの現地工学系大学・開発デベロッパーと連携し、
現地素材の研究開発を推進。
③ 国内ではM&A、海外では環境志向企業との提携により製
造・販売体制の確立を図る。

売上高100億円実現に向けた具体的措置

① 株式会社堀内土木（弊社）：全体統括、研究開発、設備投
資、事業展開の推進
② 静岡理工科大学 土木工学科：地産地消低炭素コンクリート
の共同研究・技術検証
③ 海外の工学系大学：東南アジアにおける現地素材を活用し
た技術の共同研究
④ 海外開発デベロッパー：カーボンニュートラル建設に向け
た実証・導入

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

事業所や製品の写真等

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

①静岡県全域および東南アジア市場への事業展開と売上拡大
（製造・販売体制を確立）。
②地産地消低炭素コンクリートの社会的認知と導入促進。
③ブランド確立の為、各地域でのオリジナルの材料と設備開発。
④技術教育機会の提供・キャリア創造により、社員と地域の双
方に好循環を生むサイクルの確立。



弊社が100億円企業を目指す理由

創立１００周年に「売上高１００億円の達成」と「弊社単体でのカーボン
ニュートラルの達成」を約束します。

株式会社 堀内土木は「私たちは人類を守るためにビジネスを行う！」をパーパスと
する「堀内グループ」の中核企業です。
グループの事業は、「命を守る事業」と「環境を守る事業」の2つに大別されます。
「環境を守る事業」では、2023年に14.05MWの発電所から14,585,351kWhのクリー
ン電力を創出し、グループ全体のCO₂排出量の6倍に相当する削減効果を達成しまし
た。
一方、「命を守る事業」では、防潮堤工事や災害対策を中心に取り組んでいます。
これまで弊社は、総合建設業として主に「命を守る事業」を担ってまいりましたが、
今後は「環境を守る事業」への展開も加速させます。
そして2049年の創立100周年に向けて、「売上高100億円の達成」と「弊社単独での
カーボンニュートラル実現」という2つの大きな目標を掲げています。
売上高目標については前頁に記載の通りです。また、カーボンニュートラルに関し
ては、再生可能エネルギー由来のグリーン水素の生成やそれらをエネルギー源とし
た建設重機の導入、早生桐などの環境対策資材の生産と開発に取り組んでいます。
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